
今
年
は
日
韓
併
合
百
年
で
す
が
、
韓
国
（
朝
鮮
の
方

々
）
と
原
町
の
関
わ
り
を
、
二
上
薬
朗
さ
ん
（
作
家
・
郷

土
史
家
・
福
島
市
在
住
・
本
会
会
員
）
に
寄
稿
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
1
5
2
号
（
前
編
）
の
後
編
で
す
。

日
韓
併
合
百
年
と
原
町
の
歴
史
（
後
編
）

二
上
英
朗

大
正
7
年
に
東
京
織
物
工
場
が
雲
雀
ケ
原
に
建
設
さ

れ
た
と
き
に
、
七
人
の
朝
鮮
娘
が
工
女
と
し
て
や
っ
て

来
た
。
こ
れ
が
原
町
紡
織
の
前
身
で
あ
る
。
工
場
の
南

に
は
朝
鮮
人
部
落
と
俗
称
さ
れ
る
一
画
が
戦
後
ま
で
存

在
し
た
。
大
正
9
年
に
桜
井
に
無
線
塔
が
建
設
さ
れ
た

と
き
に
は
、
す
で
に
多
く
の
朝
鮮
人
が
飴
売
り
な
ど
を

し
て
生
活
し
て
い
た
。

大
正
1
2
年
の
関
東
大
震
災
で
原
町
無
線
塔
が
ア
メ
リ

カ
に
S
 
O
 
S
第
一
報
を
打
電
し
て
首
都
の
百
方
世
帯
の

被
災
者
に
救
援
船
の
食
料
や
衣
服
、
薬
品
を
配
布
す
る

緊
急
援
助
を
も
た
ら
し
た
功
績
は
大
き
い
が
、
無
線
塔

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
千
葉
船
橋
の
海
軍
無
線
局
は
み
ず

か

ら

パ

ニ

ッ

ク

を

き

た

し

、

あ

り

も

し

な

い

朝

鮮

人

暴

動
の
デ
マ
を
内
務
省
と
一
緒
に
な
っ
て
全
国
に
喧
伝

し

た

た

め

、

い

わ

れ

の

な

い

朝

鮮

人

虐

殺

を

招

い

て

日

本

史

に

汚

点

を

残

し

た

。

う

し

ろ

め

た

い

日

常

的

な

差

別

に

対

す

る

報

復

を

慣

れ

る

あ

ま

り

に

、

自

分

の

恐

怖

の

影

に

怯

え

て

恐

慌

を

き

た

し

た

。

小

心

な

も

の

ほ

ど

、

残

虐

な

凶

暴

さ

に

み

込

ま

れ

る

の

だ

。

（

ヒ

ス

テ

リ

ッ

ク

な

虚

報

の

電

文

を

打

電

し

た

将

校

は

軍

法

会

議

で

刑

に

服

し

た

）

戦

時

中

の

昭

和

1

9

年

に

完

成

し

た

石

神

・

水

力

発

電

所

の

建

設

は

朝

鮮

人

労

働

者

が

担

当

し

た

。

以

前

か

ら

公

開

を

要

望

し

て

い

て

存

在

し

な

い

と

い

わ

れ

て

い

た

公

文

書

が

、

村

山

首

相

の

誕

生

で

、

原

町

警

察

署

か

ら

出

て

き

た

。

終

戦

時

に

、

相

馬

地

方

に

在

住

す

る

第

三

国

人

（

中

国

人

・

韓

国

人

）

の

動

静

調

査

の

報

告

書

で

あ

る

が

、

個

人

別

の

状

況

と

評

価

が

記

さ

れ

て

い

る

。

工

事
で
働

明
記
さ
相
馬

し33さ団空の

て年れ地襲う
いにてのでち
るはお一犠子のれし

0’り画牲供薪てて

韓、ににを沼Y＿、い
た
労
働
者
が
百
五
十
人
ほ
ど
い
た
こ
と
が

国こ寺な含浦
かれがっめの
らがあたて製

遺唯るこ15塩
族一がと人工

のの、もが場
慰戦無あ’で

霊禍縁る終働

棄十㌦∴一十

害毒誓慧霊完忘
訪昭建工華鮮
こ問和立業の人

関東大震災の混乱に乗じて

起きだ「朝鮮人虐殺事件」
（▼乗京書籍「匿l説日本史」より）

0自警団による朝鮮人虐殺　朝鮮人約餌00人の

ほかに，中国人約200人も殺害された。

「朝鮮人暴動」のデマが広まり、
各地につくられた武装自警団に
よって朝鮮人多数が殺された。

朝泳欄こ関わったり、
働いていた原町区の建造物

▲無線増

どな蔵政藤佐長宣教師・教会・鈴木安蔵・町
012月21、日（火）～　26日（日）　0南相馬国書館（原ノ町駅前）



っ
た
。
原
町
国
民
学
校
（
現
原
一
小
）
の
六
年
生
だ
っ
た
金
且
得
さ

ん
は
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
韓
国
に
去
っ
た
が
、
在
学
中
親
切
に
さ

れ
た
担
任
三
島
定
信
先
生
を
懐
か
し
ん
で
昭
和
6
0
年
に
原
町
を
訪

問
し
た
。
彼
ら
は
駅
前
に
住
ん
で
い
た
。
「
原
町
で
は
い
じ
め
ら

れ
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
。
私
の
姉
の
同
級
生
も
在
日
二
世
だ

が

、

彼

も

ま

た

「

い

じ

め

ら

れ

た

こ

と

は

な

い

」

と

言

う

。

今

で

は
立
派
な
医
師
に
な
っ
て
い
る
。
彼
の
父
親
は
パ
チ
ン
コ
店
経
営

者
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
だ
が
、
釜
山
の
飛
行
場
で
昼
寝
し
て
い
た
時
に

日
本
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
強
制
的
に
積
み
込
ま
れ
、
九
州
の
炭
鉱

で
働
か
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
逃
げ
出
し
た
経
験
の
持
ち
主
D
日
本

全
国
で
は
悲
惨
な
事
件
も
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
、
石
神
村
で
は
男
手

の
無
く
な
っ
た
村
の
若
い
娘
が
結
婚
で
き
な
く
て
か
わ
い
そ
う
だ

と
、
積
極
的
に
石
神
の
労
働
者
に
「
村
の
娘
と
結
婚
し
て
く
れ
」

と
永
住
を
勧
め
、
三
人
が
落
ち
着
い
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
の
生

き
残
り
の
完
、
慶
尚
南
道
出
身
の
旧
姓
南
さ
ん
か
ら
工
事
の
様

子
や
、
石
神
永
住
の
経
緯
を
聞
い
た
。
総
じ
て
原
町
の
朝
鮮
人
は

自
由
労
働
者
で
あ
っ
た
。

終
戦
で
多
く
の
朝
鮮
人
が
解
放
さ
れ
た
祖
国
に
帰
っ
た
。
北
朝
鮮

の
宣
伝
に
乗
せ
ら
れ
て
地
上
の
楽
土
と
信
じ
て
、
日
本
人
妻
も
渡

飯

館

村

に

来

訪

し

て

い

た

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

丁

貞

淑

さ

ん

と
、
二
人
の
労
働
研
修
生
の
青
年
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
、

聞
け
ば
祖
父
母
か
ら
は
「
日
本
は
冷
酷
な
国
。
な
ぜ
行
く
の
か
」

′

一

．

r

n

一

】

－

．

′

■

日「の鮮に真府人　く人と

二アロ人2んのでそれに訪

世ン1の0中石仁れたも日
マ肖0に道川で　0親を

止

め

ら

れ

た

が

、

親

切

に

さ

れ

て

「

家

族

に

は

日

本

切

な

人

は

い

る

と

説

得

す

る

」

と

言

っ

て

招

待

し

て

ジ字像り響建とか

ユ式がオえ築鎮っ

ンの印ンて物海て

の
原
高
生

の●組刷のいがに伊

グみさ航たま二藤
ン合れ空　0だ遇博
」わて便日ソ間文
せい用本ウホが

千
円
札
だ
っ
た
頃
に
、
家
族

でてののルl

ム

ス

テ

イ

し

た

。

朝

鮮

の
王
宮
の
政
庁
と
正

友
人
に
絵

切
手
を
買
つ菓
た書

教

え

て

も

ら

と
読

皮
肉
を
思
い

出め成
したり

た　0立
0私
はハ

思ン
わグっらを

ずルた、出

蒜軍空き声音す門
亨．、字かのたの総
÷在はり朝めど督5

予抒押㍉。き訂

彗

イ

1

弓

弓

」

守

㌢

従
軍
後
、
■
中
国
で
医
師

山
崎
宏
き
ん
死
去

【
北
京
＝
古

谷
港
こ
中
国

山
喜
青
馬
の
‥

日
本
総
書
落

に
入
っ
た
連
塔

に
よ
る
と
、
日
中
戦
争
に
従
軍
し

た
後
、
中
国
に
残
留
し
て
同
省
済

■
甫
市
で
医
師
を
漉
け
て
蕃
た
山
崎

宏
（
や
ま
ざ
き
・
ひ
ろ
し
）
さ
ん

が
1
日
、
同
市
内
の
自
宅
で
死
去

し
た
。
1
0
2
歳
だ
っ
た
。
故
人

の
遺
志
で
、
遺
体
は
地
元
の
医
寮

機
関
に
献
体
さ
れ
た
と
い
う
。

岡
山
県
出
考
1
9
3
7
年
に

軍
属
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
軍
馬

の
獣
医
師
と
し
て
従
軍
し
た
。
絡

戦
を
迎
え
た
際
、
「
（
日
垂
の

中
国
人
に
対
す
る
行
為
・＼

の

償

い
と
し
て
、
残
っ
て
役
に
立
ち
た

い
」
と
残
留
を
決
心
。
5
2
年
に
医

師
に
な
り
、
地
元
の
診
狩
所
で
治

寮
に
あ
た
っ
て
き
た
。

山
東
大
学
で
日
本
帯
を
教
え
る

な
ど
日
中
友
好
に
も
尽
く
し
、
昨

年
に
1
0
0
歳
の
組
頭
大
臣
敬
老

表
彰
、
今
年
8
月
に
は
外
務
大
臣

表
彰
を
受
け
て
い
た
。

したが敗戦後、中国で医師の資格を取り診療所を開き
－Y■）‾朴切腹、†凶し匹61ドル貫恰官服り診賢所を開き・乳幼児から老人までの地域医療に貢献。
】本は戦争をしないこと」と平和主義を力凱・「遺体は献体する」と凱ていたそうです。マス
1たい放題の評論家や・無責任この上ない鵬家産は“山舶ん”のことをどう思うのでしょう。tJLt′．∴ここ＿‾」二．∵」∵一一一一一一一＿＿＿▲＿▲＿＿▲＿＿一＿

一緒に配布し手せんかJ新成人に「憲法小冊子」を

ト
二
〇
一
〇
年
十
二
月
四
日
付

『
朝
日
新
聞
』

獣医師で

「永遠に日本は戦争をしな
コミで苦し

ぎ，例年このような髭斗

耀諾票艶こ

◆来年柑98（8）甫相馬市成人式（原町区は側臥札で午後一時半肘）に、
「憲法小冊子」を新成人に配布します。今年で4年目になりますが、ご一献
析しませんか。（同日鹿島区は10時開式、小高区は午後2時開式です）

蝕や鱒ヰ胤擢合ください。
十千・十きし！

「惨弓蓼与れ轟の会席粍局連絡先
0会長＝平田農肇TELO244－24－12日

○事務局長＝山崎健一〒975－0014甫相馬市原町区西町
3－53－2TEL22－86310石田賢二TEL22－4037

0会計＝井上由美TEL22－7511・FAX2紅0892′ヽ　■＝■エ「．・．－．■＿－■■・．　＿．・．．．－＿　＿　＿

○早坂吉彦TEl二元－0お后
よ墟尤下さり

（1878年12月7日誕生日）

0番場恵子TEL22－0715

も戦争ざらいに侯」与謝野晶子＜名歌＞「少女と申す者たれ


